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≡基礎地質学識康

層位学

(総論その⑥)

3.3.土壌層位学的単元

“土壌層位学的単元はユつの層位学的単元として首

尾一貫して認識できかつ図示できる物理的特徴および

層位学的関係を有する!つの土壌である.土壌椙位学

的単元は岩石層位学的単元と土壌学的単元の双方とも別

個のものである".一策18条

注意(a)岩石層位学的単元との区別土壌層

位学的単元は種々の組成および地質時代のもとにある

岩石層位学的単元から大部分その場所で生成されるとい

う点で岩石層位学的単元とは異なる､さらに土壌

層位学的単元の特徴的た艦質は表層の風化作用とは

るかに後の年代において本原の岩石の生成時に卓越し

ていたものとほ無関係の生態学的条件のもとにおける生

物の作用の生産物であるということである.

(b)土壌学的単元との区別層位学的関係は土壌

層位学的単元を定義することに欠くことのできない要素

であるが土壌学的単元を定義することには筋違いもの

である｡土壌層位学的単元は1つあるいは多数の土壌

学的単元あるいは単元の諸部分を含むことがある.

(竈)公式の地位に必巽な条件土壌層位学的単元

は模式地における観察可能な物理的特徴および層位学

的関係に基づいて定義されなければたらないがそれが

認識できる隈ゆ拡張されてもよい｡境界ははりきりし

た接触面あるいは漸移帯のたかにおかれる.土壌層位

学的単元の定義はその側方変異に関する可能た限り完

全な知識に基づいて定義されなければならないしまた

地史に基礎をおく諾概念と無関係でなければならない.

土壌層位学的単元は時間面に平行していることもま

たそれを超えていることもある.

(偲)階級土壌層位学約分類の唯一の階級は土壌

(SOi1)である.

(e)名称土壌層位学的単元の公式の名称は岩

石層位学的単元の命名を支配している規則に準じて選定

されなければならないしまた持百層位学的あるいは

福田理

土壌学的名称と撞着してはなら恋い.たとえばtbe

post･Wi五｡oxpre･ClaibOmeso…王のように､1∵下に接す

る岩石単元に基づく名称は非公式のものである.

訳者注土壌層位学的単元はこの槻則において初

めて提案されたものでそのもっとも大きな特色の1つ

でありかつ層位学に対する繭期的な貢献でもある.

白亜系と古第三系の境界は石狩炭閏において今員で

も議論の絶え恋い大きな問題の至つであるが境界付近

に広く認められる耐火粘土を土壌層位学的単元と認定

することによって間趨の大部分は解消してしまうであ

ろう.

3.4､生物層位学的単元

3.4.1.生物層位学的単元の性質

性物層位学的単元は地層の堆積と刷時代の化石の内容

によって特徴づけられた岩層の望団である".一一第19条

注意(蔵)動物および植物双方の他石遺物

(Fossi-remains)は堆積岩類のなかに広く分布してお

り幾つかの異なった種類の層位学的情報を洪絵する｡

化石遺物は複雑かつ変化に富んでい榊)で特別に差別

を示しかつ同定可能な岩石の成分である.かつて生き

ていたものの遺物としての化石は堆積環敷)敏感な指

示者である山最後に顕生累代(Phane･oz0王･Eoi､)を

通じて生物は前進的かつ多少順序正しく進化したので

化石は地層の時代対比にとくに高い価値を有しかつ汎

11堺的な地質学的時間尺度のたかに着石を位置づけるの

に欠くことのできないものであゐ､

(応)岩石と含有化石の同時性普通生物属位学

的単元のたかに含まれているすべての化石はそσ)まわ

りの堆積物が沈積された当時生息していた生物び)遺物で

ある･生物は(生息していたところ一訳撚)そグ川のに

埋没されることも乍れらが埋没されるとこ二ろまで運搬

されることもあるがその何れの場合においても同時

代の本来の成分として沈積物に従属しているという意

味において固有のものでるあ｡たとえばよく保存‡�
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れた陸上植物の葉が北西Oreg㎝のK跳eyFom･atiO1･

(漸新統?)においてはほとんど完全な具鍾目に属す

る海百合類(artiCulatedCrinOidS)およびその他の海棲

無脊椎動物と共産している.

(6)再堆積化石(Reworke(け｡ssi1s)oしかし堆

積層のなかにはよリ古い岩石に由来する“再堆積化石"

を含んでいるもσ)がある.化石を含んでいる岩石に明

らかに固有のものでない化石の例:(i)南東Mi-

SS0皿1のミシシッピ紀沈積物のなかの磨損された珪化し

たオルドヴfシア紀の化石;(ii)南A1abamaの

α鐘ytOnLimestOne(Paleocene)σ)たかの白亜紀後期σ)

有孔虫類ダ)風化したものとほとんど完全なものの混合物

および(iの南西TexasのOakvi11eSandstone

(中新統)のなかの中新此の脊椎動物と混合した多数の

白亜紀の斧足類((;1抄乃･1ω).これらの外来の化石はあ

る観点から蒐ると意味がある.それらは固有の遺物と

は明らかに別個のものである.それらは岩石層位学的

単元を1同定することに関連をもつこともあるが生物層

位学的単元を定義することにはまったく関連をもたたい.

(d)漏出化石(叱e廠ed"{0SSi1S)生物の遺物が

より若い源から漏出しているのはいわんや普通ではた

い.このようた化石はそれらを含んでいる地層より若

い｡層位学的な漏れ口は通常容易に認められるがす

べての場合にはっきりしているわけではなくそれらを

認めることに失敗して重大た誤りを招くこともある.

例1(麦)白亜紀層やときには古生屈にさえ穴を

うがって住んでいた新生代の軟体動物の貝殻;(ii)

割れ目を通してより古い岩石のたかに溶解作用がf乍っ

た穴により若い地層から運びこまれそのなかに鉱物

の沈積物あるいは堆積物によって封じこめられた微小化

石および大形化石の双方.

(e)岩石履位学的単元に刺する生物層位学的単元

の関係生物層位学的単ラむは岩石層位学的単元とは基本

的に異なる.これら2つの単元の境界は一致すること

もあるがまったく異なる層準にあ/｡た!)あるいはお

互いに交差していることもある.それ自体岩石学的に

重要になるほど化石遺物が非常にたくさんある場合には

生物層位学的単元が(すなオ)ち一訳補)岩看層位事的単

元であることもあ1〕得る･なお法た岩石層位学単元

を弄する岩石学的変化が化石群集の変化にもまた反映

される沈積環境における変化を代表しているので両種

の単元の境界カミよく一致していることもある｡同様に

沈積における不整合あるいは断絶は岩石学的変化のあ

る層準に生存区間帯(R釧ge刎neあるいはbio･one)3)

の境界を集中せしめる僚向がある｡

(f)時間層位学的単元1二対する生物層位学的単元

の関係生物層位学的単元はある化石あるいは化石の

集合を含むことによって特徴づけられる地層の限界をこ

えて物理的に界されかつ張出すことはたい.普通

生物層位学的証拠は時間層位学的境界をきめるのにもっ

とも有効な手段であるが生物層位学的単元と時間層位

学単元とをきめる基準は基本的に異なる.

(蟹)生態学的および進化学的意義化･石は非可逆

的汰進化学的変化および環境に対する適応の両方を反映

するのですべての生物層位学的単元は時間および層

相の両方の記録である.

訳者注1)“RewOrk"という用語は一度定着し

た未固結または半固結の堆積物が水流や乱泥流などに

よって削られその後再び定着する現象に使われている.

こともありこの場合には一般に圭`再食"と訳されてい

る.すなわちいわゆる“偽礫"ができるようた現象

でこの場合の“reWOrしed"の随い方とは異たる.

2)後出.

“帯(Zone)は生物層位学的分類における普遍的な基礎

的単元である.それは化石生物の分類単位呈}(単数あ

るいは複数)の現出によって特徴づけられた地層あるい

は一群の地層として定義される"､一策20条

注意(a)帯の種類無惨正の用語“帯"はいく

つかの異たった概念に無差別た使われておりかつそれ

らの間に区別がたいので公式の生物層位学的単元では

たい､たおまた“帯"という用語は他の種類の層位

学的分類および地質学の他の分科においても使われて

お1)(たとえば｡hertyzone,concretionafyzone,fau1t

z㎝e｡茗｡neo“owage,zoneofsaturation)生物層位学

に限定されない.さりながら先取権ではないが生

物層位学的汰帯に対する参考文献は非常た沓さについ

.ての承認を求めている.帯の多くの特定の定義が生

物層位学的概念を]｣三確にいい表わすのに必要である.

(鉦)定義生物層位学的の帯は岩相推論され

た環境あるいは時間の概念に関係なくそれカミ合んで

いる化石によって単独に定義される.�
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(･)帯という用語の範囲生物層位学的な帯はすべ

てその化石を基礎とするもので!つの門(Phy1um)

あるいは1つの綱(C1ass)あるいは1つの目(O工der)

等々に属する化石に単独に基礎をおかれてもよい.

それ故有孔虫類あるいは軟体動物類あるいは珪藻

類あるいは脊椎動物類あるいは陸上植物類あるいは

2つあるいはそれより多数の種類の生物遺物の組み合わ

せにさまざまに基礎をおかれた帯からたる多様かつ重

複した体系を持つことが可能である｡

(d)帯の大きさ帯の分類のスケｰノレは不定で著

しく変化に富む.極端た場合には1つの帯が特徴的

た化石群集を伴う単1の地方的た床層に過ぎたいことも

ある､他面主よZon⑧o童Ma㎜ma1s"(哺乳類の帯)とし

てすべての新生代の沈積物をまた“Z㎝eofRepti1es"

(爬虫類の帯)を構成するものとしてすべての中生代

の沈積物を考乏ることさえ可能である.

(e)亜帯(Subzone)ところによってはより

低い階級の帯のよう次単元を認定･定義することカ噸利

でありかつ望ましいことがある.これらは亜帯と称

され帯の細分として分類される.完全な帯は亜帯に

分けられるべきであるということは不必要である.

のものから代表的次ものを挙げると種(Species)属

(Genus)科(Fami1y)目(Order)綱(C1ass)門

(Phy1um)および界(Kingdo皿)の順になる.

2)F100dは(物の)氾濫すなわちあふれるほど豊

富な意味で使われている.

“群集帯(Assemb1age･㎝e)は化石の生存区間に関

係たく特定の化石灘集によって特徴づけられた地層の

一団でありこれらの次かの単数あるいは複数の化石の

名前に基づいて命名される"､一策21条

注意(a)性質凝集帯を認定するための基

礎は化石の分類単位あるいは豊富た標本あるいは

これら両者における変異を含んでいる.進化上の変化

も1つの要素ではあるがこのような変異は通常環境に

応答ナるものである.凝集帯は生態学的相あるいは

年代あるいはこれら双方を示すことがある.しかし

それはもともと直接観察できる化石内容によって地層を

分類することである.凝集帯はすべての化石に基礎を

おかれることも特定の種類にのみ基礎をおかれること

もある､特定の単元の基礎とされている凝集は明細

に記載された断面において定義されたげればたら放い.

(重)小帯(Zonu1e)ある帯の最小の認定された

細分は小帯である｡一般に小帯は単一の地層あるいは

小さ抵厚さの複数の地層からたる.小帯は垂直的に続

く生物層位学的単元である必要は従い.帯を亜帯に細

分するこ二とたく小帯を帯の微小な成分として区別して

もよい.この点において小帯の分類および命名は部

属あるいは床層の命名における岩石層位学的な扱い方に

符合する.

(b)命名凝集帯は通常凝集のなかで特別に

目立つか特徴のある1つあるいは複数の分類単位から

命名されるが名前を与走た分類単位カ三その帯に限定さ

れていたりそのあらゆる部分に見出されたりする必要

はたい.

(6)例GulfCoastのH漉グ｡功略伽αAssemb1age

Zoneは1例である.

(9)絶頂帯(Peak･one)絶頂帯はある1つの分

類単位カミ例外的に多産することによって特徴づけられる

特別た種類の帯でその分類単位の名をとって命名され

る.絶頂帯は非公式のものである.絶頂帯は個体

の数ばかりでたく欠きた側方への分布あるいは全体

の生物凝集のたかで優勢であるたどの点においてある

分類単位の例外的た繁殖という1つあるいは複数のでき

ごとを代表することカミある.エピボｰノレ(Epibo1e)

アクメ帯(Acme･one)およびプラド帯(F1oodzone)2)

のような各種の用語は頂上帯と本質的に同じ意味をもつ.

訳者注1)TaxOn(単数複数はTaxa)の訳で

生物の分類に使われる階段的な分類単位である.低位

(d)歴史BUcK1i州の動物灘帯(F1auni･one)お

よび植物灘帯(F1oriz㎝e)は概念において凝集帯に近

いがこれらの名称は一般的に容認されていたいしま

たそれらの正当な定義は論争申である.動物群帯(あ

るいは植物灘帯)を生存区間帯の重複によって形成され

て時間層位学的な意義を大いにもつものとして考えて

いる人もあるカミ時間的な意義をもつのかあるいは環

境的な意義をもつのかの推論とは無関係に動物灘帯

(あるいは植物灘帯)を特別の動物灘あるいは植物群に

よって特徴づけられる地層の一団と考えている人もある.

ここに定義されたような凝集帯は時間あるいは岩相の

どちらとも無関係に使われている.�
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(e)指標化石(Gu五de{0ssi1s)ある凝集帯のなか

のもっとも特徴的な単数あるいは複数の化石で凝集帯

の名前をつけるのに選ばれたものはその凝集における

他の特徴的な化石とともに指標化石と呼ばれる.凝

集帯に名前を与えた化石もまたその他の指標化石も

必ずしもその帯に限定されたりあるいはそのあらゆる

部分に見出されたりする必要はない.

性存区間帯(RangeZOne)はある特定の分類単位が

現出する全体の水平的ならびに垂直的区間を含む地層の

一団である''.一策22条

注意(親)性質各個の分類単位はそれ自身

の独自の生存区間帯を有するので認定された種属

その他(の分類単位一訳補)があるのと同様に多くの

生存区間帯がある.

(b)範囲ある生存区間帯はそれが名前をとっ

た分類単位を含む岩石でたり立っている.

(c)例C"切ク068閉3ω〃α勿〃1ムRangeZoneは

C〃曲㎞伽∫60"励舳が産出する垂直的(層位学的)

たらびに水平的(地理的)限界によって境された岩石の

総体である､生存区間帯は通常同一の化石名をもつ凝

集帯と一致し狂い､

(d)盾用生存区間帯は地層の時間対比に多く使

われ岩石を標準地質学的時間尺度(Standardgeo1ogic

timeSCa1e)のたかに位置づけする基礎を提供している.

生存区間帯の基礎をたす分類単位は任意に定義されてい

るので生存区間帯自体も同様に任意的たもので明確

なものではたい.たおまた複数の生存区間帯には必

然的た間隔および重複があるので生存区間帯は間隔

および重複たしにある層位学的断面を系統的に区分す

るのには役立たない.

(惨)時間値生存区間帯によって代表される時間を

その時間値としてよい.たとえばCα1ψoc㈹∫co〃

α肋〃RangeZoneの時間値はC〃曲0c"伽｡O1曲伽1工

を含むAsse㎜b1ageZoneの時間値とは異なる.

(f)範囲この種類の生物層位学的分類において

は用語の階級組織(Hicrachy)1)を組立てるべき生存区

間帯よりも小さい単元もあるいは大きい単元もたいカミ

ある属の生存区間帯はその属に含まれるとの種の生存区

間帯よりも大きいしある科の生存区間帯はその科に含

まれるとの属の生存区間灘よりも大きくその他の生物

の大小の分類単位の生存区間帯についても同様である.

(最後段の大部分は訳補).

(9)局所生存正間帯(Loca1range20ne)どの地

方的蕨面あるいはある地方におけるある生物分類単位の

生存区間はその最大生存区間と同じではない.ある

局所生存区間帯はある特定の地理的に場所を示され

た断面あるいは地方におけるその分類単位の生存区間帯

であると簡単に考えておくことができる｡哩独ge

zoneo壬乃｡グ｡オん{αろ〃1砿〃三五ユDe皿蛆狐ビや“班曙α伽

ゐフ2只angeZone虹theExsb鼠概C花&s艶室三⑪ポめ隻

その例である｡.局所生存区間帯に対してドイツ語の

“Tei1zo蛇…宝(部分帯)あるいは他の特別の用語を使うこ

とは不必要と思われる.明らかに特定の生物分類

単位についてのすべての局所生存区間帯の総和がその生

存区間帯である.層相移動の時およびその他の要

因における変異のため局所生存区間帯の長さには地

方によってかたりの相違がある,すべての局所生存区

間帯を知ることはできたいので真の生存区間帯を決定

することほでき恋い.

(h)同意語(Synony皿s)ユ902年BUcK}臓は

地質学的時間におけるある特別の生物分類単位の生存期

間を示す時間に関する用語として{他0冤㎝e"という用

語を作った.A鵬皿は貫.S.W1L岨鵬か五901年

にこの意味に対して“bi㏄hr㎝"という用語をすでぽ

作っていることを指摘した.A孤皿Lはむしろ特定の

生物分類単位の生存期間(Life-span)内に形成された

沈積物に対してbiOzoneを使うことを好んだが特定の

bioz㎝eが特定の生物分類単位の生存期間に年代におい

て等価であるすべての沈積物を含むのかあるいぱその

生物分類単位が実際に見出される沈積物だけを含むのか

は議論のある問題である.“B{o･one"という用語は

(以上に述べた一訳補)全部で3つの意味をもって使われ

ている.したがってそれは幾分混乱しており“range

zone"という用語の方が理解されやすい､Po}旺週｡KJに

よって提唱された“teilZOne"という用語は“IOCa1range

ZOne"という用語によって置き換えられる.

訳者注1)種属科目綱および門という

階級別の単位によって組立てられた生物分類単位の組織

がその代表的なものである.�
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“共存区間帯(Concu閉nt-ra㎎e)は指定された生物

分類単位(複数一訳補)の重複している生存区間によっ

て定義される帯でそれらのたかの単数あるいは複数の

名をとって命名される".一策23条

注意(a)性質共存区間帯は(各種の一訳

稀)帯の次かでももっとも役に立つものの1つである.

それは地層の時間対比(丁重m←COrre1ati㎝)の主要汰基

礎である邊指定された生物分類単位はそれらの生存

区間が重複しているからこそ他から区別できる共同体

(Aaa㏄1鼠tion)を形成する.すなわち(指定された一

訳補)生物分類単位の匁かにはその帯よりも上位にお

よぶ生存区闘をもつものも下位におよぶそれをもつも

のもまたその帯に限定されるそれをもつものもある.

役に立っ意義をもつ定めには共存区間帯はその単位

の基礎をなす重複し危(生存区間をもった一訳補)生物

分類単位を(同定一訳補)命名することによって明

瞭に定義されなげれ凄たら肢い.その単元が露出し

かつ選定さ牝た生物分類単位カミ十分に見られる参考現場

を引用することは助けに改る.

(施)歴史ここで定義された共存区間帯は層位

学者カミ地層の時聞対比を試みるのに化石を使う場合に

彼等によって一般に認められた帯に/まか恋らたい･こ

のよう放帯は公式の帯である.歴史的に見るとこの

使い方は圭幣}を“_肌雛友edi双舳y⑪nepIacebya

醐赫鍍赫§peciesthatareconstant王｡rit_"と記載

したO堕班(1856～ユ858)に由来するものである.

(⑬)4列撒〃〃工三〃α&zατω如Conc皿汀ent-rangeZone

(カリフォノレニアの暁新統)はル｡〃吻Z加α伽Zα∫,肋ム

{"""α61む倣'倣互､α愉肋3ル伽刀肋∫､プラス73の付

加種の最下位の既知グ)現出とλ〃〃〃0狐αバg肋17伽∫,

肋Z伽三枇け麦:伽`占星QWη泌"α`妙ヅ倣茗,プラス20の付

加種の最上位の既知の現出とを含んでいる(V.S･MA･

む加蛆,1959)･

3.4.2.生物層位学的単元の命名

い,しかし同一の論文において後でまた引用する

場合には意味がはっきりしていれば生物の学名を無

修正の用語“帯"と結合してもよい.

(b)大文字の使用生物層位学的分類において使わ

れる公武単元の頭文宇は種名を除いて岩石層位学的

ならびに時間層位学的単元に対して適用されている使用

法に従って命名された単元の一部として使う時には

大文字とされ匁けれぱたらたい.たとえばα肌沁雌

榊∫60〃励〃ルConcuエェent･ra双維加蛇あるいはZone

ofα〃ガ五｡cω初ぶむ｡れ2α切〃り扱}拙1主機差裟畿ngeZ⑳neある

いはRangeZoneofム｡伽主概～イングランドの下音15ジ

ュラ系Sine肌urianのα1しw0庇舳一5仇W10工～〃〃COn-

cunent寸a豆増eZon修のなかのβザbづ｡ぴαぷあびをダS泌b箆｡皿8

および0〃〃｡〃6舳洲伽酬3螢跳bzo舵,

(e)属名ある種に基礎をおく帯あるいは亜帯の

公式の名称は属名をも必ず含むものでなければたらた

い.しかし同一σ)文献において後でまた引用する

場合には種名に先立つ属名の頭文宇だけを使うことも

許される.たとえばCω〃舳〃Zone･

(淺)公式および非公式の名称生物層位学的単元

にも他のカテゴ1ト(岩石層位学的および時間層位学的)

のものと同様に公式のものと非公式のものとがあって

よい.公式に命名された単元は帯の用語について

頭文字に大文宇を使うことによってはっきりさせられ

汰ければならたいのに熱して非公式の単元については

これに大文字を使ってはならない.たとえばα〃曲0-

Cω泌∫601ガα幻〃〃ZOne.

(e)化石名の重複同一の化宥の名前を帯およびそ

の細分の両方に対して使ってはたらない.

``生物層位学的単元の名称は生物学的命名の国際規約

によって要求される生物分類単位の名称における変化に

合わせて変更されなければ恋らたい"宣一第25条

“帯亜帯あるいは小帯の名称は適当た帯の用語と

(それに一訳補)緕合された特徴的な化石(単数あるい

は複数)の名前からたる".一…第24条

注意(a)無修正の用語“帯"のあいまいさ無修正

の用語の意味カミ漠然としているのでどの生物層位学的

単元の公式の名称も帯の種類を指定しなければならな

注意(a)変更の理由生物層位学的単う己の争

前は生物分類剃立の名称が命名の国際規約に従って変

更されるたびに変更されるべき｡である.そうでたけ

れば生物層位学的名称のたかの生物学的部分が古椎

物学者および吉動物学者によって認められた名称と一致

しなくたるであろう.生物分類単位の変更された名称

がよく知られるに至るまでは古い名称と新しい名称の�
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両方を引用することが望ましい.たとえば助〃よω一

〃^ωプ〃〃(“厄｡んψ少〃5")Concurre就･rangeZone,ル伽'ナ

ω〃｡`/o〃(``0'で0f8o〃")RangeZone､

3.5.時間層位学的(編年層位李的)単元

3.5.1.時間層位学的単元の性質

“1時間層位学的単元は地質学的時間の特定の間隔の記録

として単独に考えられる岩石類の細分である".一策26条

注意(馳)定義時間層位学的単元は実際の

断面あるいは累重する岩石に定義に関して基本的に

依存しておりこれらの規準なくしてはそれらは意味

が次い､それらは実体のある単元である.その各々

はその沈積あるいは貫入の初めから終わりまでめ時間間

隔の記録である｡実際上その模式断面あるいは模式

地域における時間層位学的単元の範囲は客観的な照会

先として役立つ生物層位学的あるいは岩石層位学的単元

のようだ一部の層位学的単元と一致せしめられる､時

間層位学的単元は定義に関して実際の岩石の断面に

依存しているので時間層位学的単元との関係において

地質学的時間単元を定義するが逆は同様でないことに

注意しなければならない.

(b)主要な目的暗闘層位学的分類は次の2つの主

要次目的に役立つ:(i)時代の同等あるいは起原

の同時性の基礎の上に立って1つの断面あるいは地域

における岩石を他の断面あるいは地域におけるものと

対比すること;および(i1)!つの統一体としての地

球の歴史に関して地殻を構成する諾岩石の相対的位置

および年代を示すため系統的抵地球年代学的系列のな

かにそれらを位置づけすること.

“模式地あるいは模式地域における時間層位学的単ラ己の

境界は客観的な規準によって決定される".一策27条

注意(a)定義すべての時間層位学的単元

σ)上限および下限は単元についてのある規準を与える

ように模式地域のなかの僕武断面における岩石系列

(Rocksu㏄e･s1㎝)のなかで決定されたけれぱならない.

模式地域においては境界は層位学的に役立つと思われ

るどんな特徴におかれてもよいしあるいは人為的に指

定されてもよい.しかし境界はある意味深い地質学

的挿話を代表するように単元を分けるものであることが

望ましい｡むしろ.ピ下限は累層あるいは生物層位

学的の諾帯の境界のような模式断面における層準に一致

させるべきであろう.これらの客観的規準は諮沿石

を時間のなかに位置づけするガイドとして側方に延長

され得るものであり単元を実際に1同定できる範囲の地

理的ひろがりは大きければ大きいほどよい.模式地

城以外における時間層位学的単元の境界は岩石層位学

的あるいは生物層位学的単元のたかに含まれることがあ

る.

(止)歴史的な境界多くの古くから使われている1時

間層位学的単元の境界は:岩石系列のプよかヴ坤絶と…致

するように選定されておりまたその他は渚棉の変化に

基礎を置かれたものであった.またLYELLは新生

代の諾岩石を時間層位学的単元に分類するために化石

種の汰かに含まれる生存種の相対的な比率を用いた.

“時間層位学的単元をその模式断面あるいは模式地域か

ら地理的に拡張することは時間の等価性に関する規準

が利用できる時に限って物理的(同位元素によるもの

を含む)あるいは古生物学的規準によって賦課される精

度の限界内でのみ可能である"､一策28条

注意(a)物理的規準物理約た基礎をもつ規

準は(i)地方的時聞対比において一般により有効で

ありまたしばしばより正確でありかつ(至工)世界

的の対比について古生物学的規準にまさることはまずた

い.たとえば同位元素放射能の生産物岩石学約

類似性古磁気熱ノレミネッセンスもよりの地層との

関係不整合および貫入との関係などの多くの物理的規

準が役に立つこともある.

(b)古生物学的規準古生物学的焼準は(i)地

方的時間対比に関して物理的規準と同様に役立ちか

づ正確であり得るほか(li)生物は前進的に進化する

ので(今1ヨでも一訳補)なお古生物学的規準はす

べての階級の顕生累代の時間層位学的単元の世界的対比

にもっとも好結果をもたらす方法である.

(6)理想的な境界模式断面から地埋的に広がって

いるような11寺閲層位学的単元の境界はどこにおいても

1司一の1時間面を代表する鵠蒔面であるのが理想的である.

このようにこれらの境界は岩質化石内容あるい

は層位学的区分のいかたるその他の物質的基礎にも依存

していたいのが理想的である.実際問題として時間�
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層位学的単元の地理的ひろかりは層位学的特徴によっ

て影響されかつ一般に支配されている｡

(遜)放射能測定および同位体同位体比による年

代決定は時間層位学的対比に有効である.放射能測

定法および同位体法は適当た自生鉱物を含む堆積岩類

に適用できる｡放射性炭素法は適当な炭素を含む第四

紀の諾岩石に適用できる.同位体法は崩壊生成物の

標準的た比率が混成f乍用変成作用あるいはその他

の変化を通して変えられていない適当な初生鉱物を含む

火成岩類に適用できる.このように堆積岩類あるい

ほ火成岩類からなる時間層位学的単元にはそれらの模

式地から近似的に拡張され得るものがある.

(健)間接的な放射能測定法および同位体法放射

能測定法および同位体法は岩石および目付けのある鉱

物が同年代のものでたい場合にも使われる.このよう

に火山岩および非火山性の堆積岩からたる集合を最

大および最小の年代限界のたかにおくことができる.

(このようた一訳補)集合の最大年代および最小年代

は(量)岩脈断層貫入岩類およびその他の横断

するという特徴をそな麦たもの(i玉)重複している変

成作用(玉i量)岩石のたかにある砕屑性の鉱物および

(iV)不整合的に下にある火成岩類および変成岩類との

関係においてきめられる.このように必ずしも同一

年代のものでたい岩石の別々の集団を欠きた時間層位

学的単元に分類することカミ可能である.

(重)先カンブリア界の区分地域間の対比の困難

さの故に北アメリカの先カンブリア界の岩石を広く

適用できる時間層位学的単元に区分することは今もた

お不可能である.先カンブリア界の分類および命名を

岩石層位学的単元に限定することをむしろ好む学者もあ

る.他方大きな時間層位学的区分カミある特定の地

域に関して相対的た意味で使われることを弁護する学

者もいる(たとえば上部先カンブリア界下部先カン

ブリア界).しかし地方的に使っているつもりでこ

のような用語を欠きた時間層位学的単元として広域

にわたって拡張している向きもある(たとえば下部

中部および上部先カンブリア系).さらにまた模式

地において大きな時間層位学的単元を定義しそれらの

岩石学的類似構造的類似による対比重なり方の比較

およびもよりの地層不整合たらびに貫入に対する

関係に基づいてそれらを地理的に広げる試みがだされ

ている(たとえばArchaean,Protero･o玉｡),新しい

Precambrianの時間層位学的単元はそれらが地域間の

時間層位学(Timひstra竜三g工aphy)および地球編年学(Geo･

Chr㎝0109y)に役に立ち得る時にだけ導入されるべき

である.

3.5.2.時間層位学的単元の諸階級

“系(Syste帆)は顕生累代(Pha肥m附ic)の岩石の世界

的汰時間層位学的分類の基本的単元である"､一一第29条

注意(a)定義と範囲一般的に採用されてい

る地質学的語系のもともとの定義の基礎は著しく多様

でありかつでたらめである.どの時間層位学的単元の

定義も岩石の模式系列の明瞭な本来の指示に歪しく依存

すべきである(しかし一訳補).承認されているとの

系の本来の定義についてもこれは本当の姿ではない.

ほとんどすべての系はむしろ地方的次単元として始まり

またそれらの多くはおもにそれらの化石の内容によ

って時間層位学的な基礎の上に立って多少幸運にも

全世界にわたって拡張されている.それらは模式地

域およびその他における研究によって改言下･補足され

ている｡結果として現在認められている多くの系に

含まれる諾岩石は部分的にだけあるいは確かに間接

的に本来指定された断面と関係をもつに過ぎない.

(も)先カンブリア界の系先カンブリア界におい

ては今員でもたお系は地方的な意味を持つだけである.

それらは広く認められたきちんとした重政りの放か1こ位

置づけされておらずまた時間層位学的分類の基礎的

単元として役立ってはいない.

(･)亜系ヨｰロッパで確立された系の改かには

後に他のところで細分されその各部について系の階

級の承認が求められているものがある.その結果とし

て生ずる命名上のむずかしさの一部を解消するために

これらの部分に対して“亜系"(Subsyste皿)という用語

が提案されている.

“統(S出eS)は系のすぐ下の階級の時間層位学的単元

である里ヨ､一策30条

注意(a)定義統の定義に関する基礎は

模式地域において明瞭に指示された層位学的間隔におか

れるべきであるカミこれらの単元の多くはそれらの限

界の明白た指示たしに一般に事実上採択されてきている.�
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(b)ひろがり統はある地区内の地区間のあ

るいは大陸間の時間対比における大単元を構成し得る.

それらには世界的た時間層位学的単元として認められて

いるものもあるが一方地区的に過ぎたいものもある.

(･)貫入岩“統"という用語は成層岩類に限定さ

れるものではたく同一の時間層位学的意味において

貫入岩類にも使用され得るものである.

(唖)統という用語の誤用層位学的用語において

“統"は岩石層位学的単元に対して使われてはたらたい.

“階(S此stage)は統のすぐ下の階級の時間層位学的単

元である".一策31条

注意(a)階の効用階は時間層位学的対比

および分類において重要な作業単元である.普通

その基礎は一連の生物層位学的た帯に置かれる.それ

らの帯は地理的領域が異なればちがっていることも

あり得る.階はユつの地質学的断面あるいは領域に

おける各種の小さな層位学的単元を生成の時間に関し

て他の(断面あるいは領域一訳補)におけるものに

対して関係づけるのにしぱしば使われる.

(伽)舌確という用語の誤彫…“階"および“亜階"

(S沁§tage)という用語は1933年の規則によって第

四紀の気候的細分に関して認定された.この使い方は

混乱を導くものでここにとくに却下される.“階"お

よび“亜階"は時間層位学的な用語であり第四系の岩

石についても(層位学的一訳補)コラムの他の部分の

場合と同様に使われたけれぱならない.

はたとえばLOwerCr晩｡eOusSeriesのように(頭

文宇を一訳補)大文字にしたUpPer,Midd1e,Lower

という形容詞によって修正されたそれらを包含している

系の名称によって知られている.一般に地理的た名称

が望ましいがそれは模式地域に結びつけられているか

らである.地理的た起原の名称についてはたとえぱ

CincinnatianSeriesのように形容詞的な語尾である

一anあるいほ一至anが広く使われているがたとえば

Cinc砧atiSeriesのようにどん恋語尾もつけたいで

地名を使うことも許される.

(㊤)階の名称すでに使われている大多数の階の名

称は岩石層位学的単元(層灘累層部層)に基礎を

おかれておりたとえばChe㎜uエ増St昼ge呈砿蛇搬麦｡脇独

Stage,C1aibomeStageのようにこれらの(岩石層位学

的単元の一訳補)名を伝える.たとえばRefugiam

Stageのようにむしろ階は層位学的命名においてかつ

て使われたことのない地理的た名称をもつべきである.

(唖)新しい名称新しい時間層位学的単元について

提案される地理的な名称は岩石層位学的単元について

使われたものと重複してはたらたい.またたとえば

Bathon1anおよびBath1anのように2つの名称が同じ

ところカ､ら誘導されてほならない.後年の転化は“死

んで生れた同名異義語"(sti11bomho皿｡ny㎜)とみたさ

れるべきである.

“時間層位学的単元に対する岩石の割当てにおける疑惑

はもし時間が同等であることの規準カミ要領を得なかっ

たり欠除していれば明白にされたけれぱならない".

一策33条

3.5.3.時間層位学的単元の命名

“公式の時間層位学的単元は2名式の名称を与えられ

両語の頭文字は大文字とされたければ決らない".一策

32条

注意(a)系の名称系に関して一般に認めら

れている現在の名称は多様の起原をもちまたそれら

はちがった種類の語尾をもっている.たとえばCam･

b工ian,Cretaceous,Jurassic,Tertiary.

(b)続の名称普通統はたとえばWa･coban

Series,Niagar鼠nSeriesのよう在地理的な名称あるい

注意(a)疑惑の表明疑惑の表明には幾つか

の道がある.(i)もし証翅のバランスが1つの年代

指示に有利と思われれば疑問符あるいは“P工｡bab1y"あ

るいは“pOssib1y"という語による疑惑の表明を付けて

ある特別の時間層位学単元に対してきまった岩石を指

定することを得る.(ii)もし証拠カミ時間層位学的境

界に反する立場を暗示するたらば“or",“and'',あるい

はハイフンを付した2つの時間層位学的単元の名称を結

びつけることによって疑惑を表明する(疑問符を付け

ることも付けないこともある)ことができる.(iii)

もし証拠カミ上限あるいは下限だけを示しているたらば

たとえばPre-Cretaceous,PosトCambrianのように“Pre"

あるいは“po･t"という接頭辞によって指摘を示すべ�
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きである.(iV)もし確立された単元と年代が同じで

あるという証拠が欠除している次らば公式の時間層位

学的指示をするにおよばなない.

3.5,4.時間層位学的単元を設立する際の手続き

`惰聞層位学的単う凸を設立するには(i)このような革

う凸を選定する意向の陳述;(麦亘)名称の選定;(ii三)選

定された断面に特別の関係をもたせて模式地域におい

て単元の境界をきめること;(iV)化石があればそ

のきわ立った特徴;(V)対比および年代関係;およ

び(vi)第13条に関記されたような承認された科学的媒

体における脚絞が必要である".一靴達条

注'意(魁)無効の名称号有層位学的名称に

舌{an"あるいは“ian"を加えることによって簡単に命名

された時間層位学的単元は不適当でありかつ時間層位

学的単元の定義を構成したい.このようにして提案さ

れた新しい名称は無効と考えられるべきである､

3.5.5.時間層位学的分類の修正と命名

“名称の変化を伴わない1時間層位学的単元の再定業は容

認されるが新しい単ラ邑を設立する場合と同様に多くの

弁明を必要としかつ保守性カミ要求される1).系の再定

義には国際的な同意を必要とする"､一策35条

注意(a)補足的断面もしある時間層位学的

単元の定義カ三不適当であるたらば補足的断面を参照し

て再定義かつ修正されてよい.(第34条を見よ)

姑と終止によって決定された.この方法で厳密に記を

定義すると紀の間に未命名の時間単元換言すれば

公式σ)地質学的1冷間び)なかに空隙を生ずることになる.

後年の研究によりてすき間を大きくあるいは全部を充

たす補則杓断面が泄外のどこか他のところで見つかっ

てお1)それらの措荷が皆の一致した意見でいくつ

かの隣接する系に対して害1j当てられている.それによ

って多くの空隙は本質的に充填されている.今111で

は実際の皆石に関連する公式の地質学的1時間は連続的

でありあるいは(境存分類されているように)重複さ

えしている.実際問題として不完全愈対比のため

時間単元の境界の配置は不測碓である.

(怒)地質学的時間単元の確実性地質学的時間グ)

諸単フ芒はそれらが基礎をおく時間鱈位学的単元よりも欠

きた確実性をもたない.

3.6,2.地質学的時間単元の諸階級

“大きい方から順に挙げ章と.地質学的時敵)階級は累

代(eon)代(舳)紀(Perio〔1)泄(ep㏄王､)および

期(a艀)である"､一策37条

注意(･)紀世および期ある紀は対応する系が

沈積される間の時間として定義される.同様に世は

統にまた期は(公式σ)意味においては)階に関係があ

る.これらの単語とくに“餅皇はし暖じは非公式に

使われるのである固有の名前とともに公式に倣われる

場合には第38条(a)の注のように必ずそれら(の

頭文字一訳補)を大文字にしなければたらたい･

訳者注.1)もとσ)定義の尊重を意味する.

3.6.地質学的時間(地球編年学的)単元

3.6.1.地質学的時聞単元の性質

“地質学的時間単元は岩石の記録とくに時間層位学

約単元によって表明されるようたものに基づいて区別さ

れる時間の区分である.それらは実体のある単元であ

る".一一第36条

注意(a)境界歴史的には地質学的時間

の単元としての紀の定義はそれに対応する時間層位学

的単元である系の模式地域における選ばれた断面に依存

した.ある長さの時間を包括する紀は系の沈積の開

(吐)代および累代結合された複数の系からたる時

間層位学的単元は一般に承認された公式の名称を欠い

ているが系からたる3つのこのような組み合わせが

古生代(PaleozoicEra)中生代(MesozoicEra)およ

び新生代(CemzOicEra)と呼ばれる3つの地質学的時

間単元の時間層位学的基礎である.これら3つの組み

合わせは顕生累代(Phaner020icEOn)σ)li等間層位学的

基礎であるところの系からなる単一の未命名の組み合

わせに次いで組み合わ､きれる.紀からなる編年学的

系列を確立するのがむずかしいので先カンブリア代鮮

(Precambr五1mera一)は他に依存しないで組立てられる･

3.6.3､地質学的時間単元の命名

“紀世および期に使われる地理的あるいはその他の�
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名前は対応する時間層位学的単元グ)ものと同じである

が代および累代の名称は他に依存しないでf乍られる".

一策38条

点において地質学的気候単元は時間層位学的単元に基

づく地質学的時間単元とは違っている.地質学的気候

単元が最初に定義されたところがその模式地である.

注意(a)大文字の使用地質学的時間の公式

の単元を命名するにはDevonianPeriodのように各

語の頭文宇を大文字にする.(第37条aを見よ)､

(㌔)世の名称ある続の名称がLower,Middleある

いはUpp副ユｰ一｡て先行された系の名称からなる場合に

は対応する世の名称はたとえばEarlyDev㎝ian

亙岬曲のようにEariy,M三(亘(l1e,あるいはLateによ()て

先行された紀の名称によ弓て構成されなければ欣らない.

ω)基本的な目的地質学的気候単元は(i)ちが

った地域における第四系の捨石の沈積の挿言古的たできご

とを対比することおよび(11)第四紀における事象の

歴史的系列をきめることに使われる.

(c)ひろがり地質学的気候単元は記録を構成す

る岩石土壌あるいはその他の物質の相の変化に関係

なく地質学的な気候が同定される限り地理的に拡張

されることを得る.

(竈)不整合によって代表される時間間隔(Time

interValS)は公式の名称を受けては放らない.一般に

たとえばpOst･LaramieintervalのよIうにpre一および

pOSt一という接頭辞によってそれらは先行あるいは後

続する層位学的単元に関係づけられるべきである.

“Laramide亙｡volution"のような11等間間隔に関する都合

のよい名称が使われている場合にはそれらは公式の層

位学的命名のなかに入れられてはならない.同様に､

現在の地形グ)たかに示されている侵食の輪廻によって代

表される1時間間隔はたとえば“ElkValleyerosion

CyC1e"σ)ように命名することが許されるがこのようた

地文学的な肩称は公式の層位学的命名のたかに入らな

い､たとえばWy◎mingにおける“FremOnterOsiOn

む州ゼおよびC0-0附一0における“肝emontLimestone"

0)ように同一の地理的た名前を侵食輪廻あるいは侵食面

と持石単元(の両方一訳補)に使うことは一般に望

ましく･ない.

3.7.地質学的気候単元(第四紀において陵うための)

“地質学的気候単元は剃』1系の耕石の細分から定義され

る推定された広域にわたる気候のLグ)挿話的放できごと

である".一一弗39条

注意(丑)定義地質学的気候単元は岩石

土壌および有機的物質からなる組織体であるその記録

から定義される.いかたる単一･の場所においても地

質学的気候単元の時間の境界はある種の層位学的単元

の境界によって定義される.これらの地方的た層位学

的境界は制事面でもあり得るが異なる緯度のところ

において地質学的単元の限弊をきめる異たる属位学約

境界はおそらく等1時ρ)ものでけないでおろう｡この

“クレイシュインヨン(G1aciation)およびインタグレｰぞ

シェイション(InterglaCiatiOn)1〕は地質学的気候分類

の基本的単元でありスティド(Sta〔le)およびイシスタ

ステ.イド(InterSta(le)2)はグレイシェィションの細分で

ある".一策40条

注意(a)定義(i)グレイシェイション

は広大な氷河が発達し最大の広がりに到達しそし

て後退する間の気候的なできごとであった,(ii)イ

ンタグレィシェィションはグレイシェィションを特徴

づけた氷河の大きな広がりと両立しない気候であった間

のできごとであった.(砒)ステfドはグレィシニ･

.イションの次かで氷河の二次的前進が起った間の気候

的できごとであった.(1y)インダスディドはグレ

イシェィションの次かで氷河ヴ)二次的後退あるいは

離かた停止が起こった間の気候的できごとでポ･た.

(b)命名地質学的気候単元の公式な葛称は三【I

石層位学的単元の命名を支配する規則(錦111条を見よ)

に従って選定されなければたらない.地質学的気候単

元は岩石層位学的単元土壌層位学的単元あるいは少数

の他の地理的に命名された層位学的単元に準じて命名さ

れる.地質学的気候単元の模式地においてはその大

きな気候的特徴が明白でありかつその下限および.ト限

における気候的変化の証拠がはっきリしていたければた

らない.

訳者注1)G1aciationはここでは普通氷河作用とし

て理解されているものより広い意味で使われている.

2)Sta(leおよびInters倣(leについても上記ユ)の

場合と同じことがいえる.一(箪荷は燃料榔)�


